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医院経営研究会 感想文 

働き方改革のポイントよく理解できた 
 

姫路・西播支部は３月 30 日に医院経営研究会「雇用関連法改正のポイント～スタッフの

有給消化は大丈夫？～」を開催し、医師、歯科医師、職員ら 16 人が参加した。特定社会保

険労務士の嶺山洋子先生が講師を務めた。濵平陽史先生の感想を紹介する。 

 

研究会の冒頭には働き方改革の骨子・政府

の狙いなどの説明があり、就業規則を作成する

こと・職員とのやりとりをメモで残すことの重要性

がよく理解できました。 

そして本題であり、私が今回最も聴きたかっ

た年次有給休暇の付与日数の計算方法、指

定有給を５日間付与しなければならないこと、

年次有給休暇の計画的付与などの内容につ

いてよく理解することができました。 

また退職・解雇に関する規制につきましても

くわしく説明があり、労使関係での紛争の例な

ども紹介してくださり、大変役に立ちました。 

私はまだ開業してから約２年と経験が浅いの

で、研究会の内容は非常に勉強になりました。

クリニックに帰ってから、従業員の年間の労働

日数を計算し、勤続年数と見比べながら有給

休暇の付与日数の計算を早速行いました。 

人手不足のこのご時世で頭が痛いですが、

有給休暇の付与は義務となり、罰則もあります

ので、必ず取得してもらうよう従業員に話すつ

もりです。 

今後もこのような機会がありましたらぜひ参

加したいと考えます。 

【姫路市・はまひらこどもクリニック 濵平陽史】 

Ｎｏ.250 2019 年 6月 5日 

豊富な具体的事例から雇用管理を学んだ 
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保険請求事務講習会 

 

「具体的な点数計算がよく分かった」 
 

 支部では４月 20日から 21日の２日間、じばさんびるにおいて保険請求事務講習会を開催

した。１日目は西川実徳先生（姫路市・西川クリニック）、２日目は八木秀満先生（尼崎市・

八木クリニック）が講師を務め、医師・事務スタッフら 42人が参加した。 

 

１日目には、協会発行の

テキスト『保険請求の要点

（２０１８年版）』を使用

し、保険診療の仕組みや窓

口業務での注意点、基本的

な保険点数の内容と算定の

仕方など、保険請求業務に

おける基礎的な部分を学習

した。 

２日目は、問題演習で理解

を深めるため、協会作成の

オリジナル問題集を使い、

診療内容と請求内容を実際に記入する作業

を行った。カルテの２号用紙に書かれてい

る内容を見て、そこから３号用紙とレセプ

トを手書きで作成するという作業などに取

り組んだ。 

 ２人の講師は、請求の基本的な中身につ

いて、テキストの中身だけでなく実際の診

療における具体例を交えながら、分かりや

すく解説。参加者は熱心に聞き入り、問題演

習を通じて理解を深めた。 

【参加者の声】 

・丁寧で分かりやすかった。 

・今まで分からなかったことが分かり、これからの仕事が分かりやすくなると思った。 

・楽しく講習ができた。 

・実習を通じて具体的な点数計算がよく分かりよかった。 

・初心者ですが、勉強になった。 

・親切でムダなく分かりやすかった。 

・先生のお話が聞きやすかった。 

・知らなかった点数など色んなことを知れてとてもいい経験になりました。 

・基礎を学ぶことができました。 

熱心に聞き入る参加者たち 
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